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電波利用料の料額を改定するとともに、

携帯電話事業者が周波数再編に要する

費用を負担することにより早期にサービ

スを開始できるよう所要の措置を講ずる。

本誌、2011年4月号松木哲志氏リ

ポートの、ワイヤレスマイク等の周波数再

編アクションプランの概要にある電波法

の一部改正案が、衆議院本会議におい

て可決されたと伺いました。

昨年来よりA型ラジオマイクの周波数

帯の移行に関する検討が行なわれてき

ておりますが、ここで運用調整を司る特

定ラジオマイク利用者連盟理事長田中章

夫さんに現状を一度取りまとめて、お話

を伺いたいと思います。

綰周波数再編は決まったと解釈してよい

のでしょうか？

綏 5月26日に衆議院を通過し、6月1

日に成立しました。結果、A型ラジオマ

イク（A型ワイヤレスマイク、または特定ラ

ジオマイクとも呼ばれています。以下、A

型ラジオマイクと記載します）は、現在使

用している周波数帯（現在の周波数帯域

は放送事業者の使用しているFPUの800

MHz帯と共用しています）から、移行す

ることになります。

移行先は地デジの周波数帯域のホワ

イトスペースを使用するか、1.2GHz帯域

でA型ラジオマイクを運用するかを決め

ることになりました。

しかし、特定ラジオマイク利用者連盟

としては、我々 が動きたいなどとは一言も

言ってないのに、携帯電話事業者の今

後を考えて移行することなので、現行の

運用条件より悪くなるのなら、当然の権

利として現行の周波数帯域で使用すると

強く主張しています。

地デジのホワイトスペースとはTVチャ

ンネルの13chから52chを指し、470M

Hzより710MHzまでの6MHz×40ch

の合計240MHzの帯域で、放送網で用

いる周波数帯の空いているところを活用

せよとの案です。

1.2GHz帯については、現在のところ

具体的な周波数など示されていないのが

現状です。その帯域の現行のリストなど

調べてみましたが、空いている処は見当

たりませんし、また、ある帯域などでは4

階建て位に異なる無線設備が折り重な

って運用されています。

1.2GHz帯については、今回実用化す

る、しないにかかわらず実験をして、将来

の専用波として活かしていくことができた

らと考えています。

これからは要望事項などをまとめた対

応策を言わせてもらうことにしています。

綰 FPUとの共用波になるのですか？

綏 1.2GHz帯となると共用波の含みも

出てきますが、今までの経緯から考えると

FPUの中継車が通るから、A型ラジオマ

イクは使えないという時代は勘弁して欲

しいというのが特ラ連会員の皆さんの願

いだと思います。

綰 周波数再編によりすべてデジタル化

しなければならないのですか？

綏 今回の周波数再編でもアナログとデ

ジタルは併存することを強く申し入れてい

ます。高度化（デジタル化）の時の経過

を見てもイヤモニなど遅延があってはだめ

なものを総務省は認めていただき残した

ことです。それ故に今回もデジタル化の

遅延が「0」になるまではアナログが必要

であると訴えます。

綰 2015年にはすべて入れ替えなければ

ならないのでしょうか。

綏 我 も々確定したものとして聞いていな

いので、これからの話し合いになるもの

と思いますが、新しいA型ラジオマイクの

技術的検証も充分にしていかなければな

らないと思いますし、特に1.2GHzは全

く初めて足を踏み入れることになるので、

検証して実際の製品になるまでには、そ

れ相応の時間は必要かと思います。

また、メーカーの皆様には失礼な言い

方になりますが、1.2GHz帯では海外の

需要は現在のところ予測がつかず国内

の2万本のために採算が合うのかと心配

になります。

地デジの周波数再編デジ→デジ変換

（リパック）が2012年7月までに行なわ

れる予定ですが、いずれにせよ、その環境

において現行の800MHz帯に替われる

ことを検証できなければ安心して移行す

ることはできません。

綰ホワイトスペースの運用方法案をお聞

かせください。

綏地デジのホワイトスペースというのは、

放送局サイドでは、地デジの空きチャン

ネルを使用するということであると定義づ

ける人もいます。親局やサテライトの中継

局が使用する周波数ありきで、その筋は

その筋で無理だとは理解しなければいけ

ないとは思いますが、放送局の中にも音

声さんは存在しているので、もう少し譲り
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合うことができるのではないかと、これか

らも話し合ってご理解とご協力を得てい

きたいと思っています。

また、このような状況を踏まえながらも

専用波チャンネルが欲しいという理想像

は追求していきたいと思っています。折り

合いがつかなければ他の路も模索してい

きたいと考えます。

現在検討している多チャンネルプランの

基本は36MHz幅でデジタル化した場合

の72chと海外の技術規準に準じたイヤ

モニの10波運用を目標において進めて

おりますが、いずれにしても900MHz帯

の移行をみてからとのことで、限られた情

報の中で模索している状態と言えます。

また、全国規模のコンサートツアーなどの

運用を考えたとき、ひとつのアイディアで

すが、100MHz幅の帯域をカバーできる

ようなシステムができればそれも面白いか

なと思います。しかしその場合、電波使

用料が何百万円となることが考えられる

ので、その法律の改正も検討が必要に

なるのではないかと思います。

綰移行に対しての補償については？

綏 具体的には900MHz帯の移行が今

年から始まりますので、その結果を見た

段階でラジオマイクの移行補償について

具体的に総務省を通して話し合うことに

なると思います。この経費は携帯電話事

業者から1,000億円の予算が見込まれ

ていますが、補償額等の詳細な条件は

これからです。

綰 その他、今後の対応については、い

かがでしょうか？

綏これらのことについては、特ラ連では

プロジェクト体制を引き、正式には「ラジ

オマイク周波数帯移行対策プロジェクト」

で、現在3回の集中会議を持って別表の

ような考えを今後の交渉に生かしていく

ことにしています。

新しいチャンネルプランでは、相当運

用する側の基本的な無線関係の知識が

求められ、ホワイトスペースでは、電波法

に基づく放送波の状況、会員の送信状

況などに配慮が必要になる複雑な周波

数になることが想像できるので、干渉を

起こさないように、運用者に対して資格

認定制度を構築して安心・安定の運用

ができるように特ラ連としては考えていく

ことにしています。

田中理事長とのお話の中で、省内の

各課に於けるラジオマイクに対する認識

やその理解度に対しての温度差や格差

があることが伺い知れた。

以前、イヤモニターの制度化の折、ワ

ーキンググループなどのディスカッションに

参加した経験から、今回の地殻変動の

ような移行措置に対しての関係者の方々

の苦悩と憤りにも似た思いを察すれば、

ラジオマイクのデジタル高度化で、社団

法人電波産業会ARIB STD-22 3.0版特

定ラジオマイクの陸上移動局の無線設備

の標準規格が定められたのが平成21年

3月、翌22年の製品発表で、今年の周

波数移行措置では余りにも早すぎる政策

変更と言わずにいられない。

最後に、幾つかの要望を述べたい

ラジオマイクのメーカーさんにはRF出

力の1/10/50mW切り替えスイッチの

標準化と同一の使用周波数、チャンネル

プランをお願いしたい。

通信事業者さんには新しい携帯電話

にRFのスペアナ機能のアプリを搭載して

ほしい（見たら怖くて歩けない、かも？）。

今やラジオマイクは簡易な無線設備と

は呼べない時代に入っている。若いエン

ジニアさんには制度や技術規準、運用

連絡の重要性を改めてご理解頂きたい。

特ラ連さんの運用連絡用の地図検索

の画面をご覧頂きたいのだが、従来FAX

での運用連絡がこれからは、メールを活

用した方式に改められるとのこと。FAX

で頂く情報では判り難いことだが、地図

でみると重なりあっている様子がよく判る。

メールの活用で、今後はツアーや出張

中の連絡であっても、隣接する無線設備

の担当さんとは事前に連絡を行ない、お

互い半身を譲り合うようなジェントルな対

応をお願いしたい。

日本のエンジニアの創意と工夫に於

いて、世界に先駆けての運用連絡であり、

地上波デジタル放送網の構築であり、牽

いては次世代移動通信システム（ワイヤレ

スブロードバンド）の実現も可能になると

考える。

運用調整画面

ホワイトスペース�
（地上デジタル放送�
（空きチャンネル）�

蘆現行（770MHz帯）とほぼ�
　同等の伝搬特性が期待できる�
蘆現行の技術を継承できる�
蘆欧米で使用している周波数帯域が�
　同じであり、海外メーカー参入の�
　可能性が大きい�
蘆国内メーカーの海外展開も可�

蘆一製品で全国対応が可能なこと�
　（周波数帯域100MHz、リパック時の配慮）�
蘆地域ごとに使用できるチャンネルが異なる場合、�
　わずらわしい操作なしに切り替え可能であること�
　（地域ID付加での自動受信、�
　（自動位置検出機能など）�

蘆地上デジタル放送との干渉�
　①放送波強電界時の安定受信確保�
　②受像機への干渉など影響度を検討�
蘆空きチャンネルの確保�
　①帯域幅の確保に複数のTVチャンネルが必要�
　②地域ごとのチャンネル確保に向けた設定手段�
　③放送波のフリンジで受信チャンネル選択手段�
蘆TV放送波以外のCATVなど周辺システムへの影響�

メリット� 要望�課題�

1.2GHz帯� 蘆アンテナの長さが短くでき�
　商品サイズの小型化が期待できる�
蘆使用周波数帯域の全国統一が�
　期待できる�
蘆将来のチャンネル不足を見通して�
　新たに開発研究可�

運用時要望� 蘆インイヤーモニター専用チャンネルを10ch確保（送信出力100mW可変、指向性アンテナ）�
蘆同時使用チャンネル数は72ch確保�
蘆放送波と混在のため運用調整の明確化�
　特定ラジオマイク利用者連盟による運用調整の強化�
　運用認定制度の新設�
蘆アナログとデジタルの併用が可能�
　デジタルの場合、遅延時間はできるだけ短くする�
蘆到達距離については見通しで100m以上とする�
蘆電池使用可能時間は8時間以上とする�
蘆電波利用料の軽減化�

その他� 蘆移行時補償については別途�

蘆十分な開発期間の設定�
蘆伝搬特性の十分な検証�
　①エリア限界位置の確認�
　②人体装着時の減衰量検証�
蘆占有帯域幅を広く取れれば遅延量が軽減�
蘆海外メーカーが容易に参入できる工夫が必要�

蘆電波の直線性を考慮すると回折効果が期待薄�
　①トラスなどで受信範囲が狭くなりアンテナの増設�
　②人体装着時減衰増大�
蘆空きチャンネルの確保�
　①GPSなど周辺システムとの干渉�
　②地域ごとのチャンネル確保に向けた設定手段�
蘆日本独自の規格となり海外メーカーとの�
　親和性が期待薄（機器の選択肢が狭い）�

特定ラジオマイク（A型）周波数移行に関する課題と要望

まとめ
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